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は生化学的に SAM の阻害作用の模作を調べている｡種々の物質のうち, メチオニンによって起こる
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Chromat主um Dの生育阻害を回復できる.ものを検索し, 有効なものとしてL-イソロイシン, L-ロイシ
ン,L-フェニルアラニン,L-バ リン, L-スレオニン及びプトレシソを発見し, これらの物質の作用を
調べた結果,その作用模作が次の3群に分類できることを明らかにした｡即ち,(1)L-スレオニン以外の､
アミノ酸は Chromatium D の菌体内-のメチオニンの取 り込みを妨害することによって,メチオニンの
増殖阻害作用を防ぎ,(2)プレトシソはメチオニンから生じる SAM の代謝を促進して菌体内 SAM レベ
ルを低くせしめ,(3)L-スレオニンのみが菌体内に SAM が異常に蓄積した状態で Chromatium D の増
殖を可能ならしめることを証明した｡ ついで,L-スレオニンと SAM の関係を研究し,SAM がスレオ
ニン合成に関与する一群の酵素のうち,ホモセリン脱水素酵素活性を強く阻害し,またホモセリン･キナ
ーゼのレベルが SAM (又はその代謝物)の存在下著しく低下することを示した｡













(2) MTA は細菌にたいし効果を示さない｡MTA の原虫と細菌にたいする効果の相違を調べた結果,原
虫は動物細胞と同様に MTA を取 り込んで代謝利用するのにたいし,細菌は MTAを菌体内へ取 り込む
能力を持たないことを証明した｡
(3) 光合成細菌 ChromatiumDの増殖が低濃度のL-メチオニンで著しく阻害される原因を研究し,培地
中にエネルギー源として加えられた硫化物とチオ硫酸塩によりメチオニンを SAM に変える SAM 合成
酵素の活性が上昇するために,菌体内でメチオニンが SAM に変化し菌体内 SAM レベルの著しい増加
を起こすことを示した｡




(5) L-メチオニンによる増殖阻害を防ぐ物質として, L-スレオニンのほか, L-ロイシンなどの数種の
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アミノ酸とプトレシソの有効性を確め,前者はL-メチオニンの ChromatiumDの菌体内-の取 り込みを
妨害し,後者は菌体内でSAM の代謝を促進することにより効果を発揮することを証明した｡
以上要するに,本論文は,原虫ならびに光合成細菌のように基礎的にも実用的にも興味深い微生物の生
理におけるL-メチオニン, S-アデノシルメチオニン,5しメチルチオアデノシンのごとき生化学的に重
要なチオメチル化合物の役割を詳細に研究し,いくつかの新事実を発見したものであり,理論上ならびに
実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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